
そえだそえだ  S o e d a 
P u b l i c 
  R e l a t i o n s

No.756

10
OCT.2024報広

みなさまのお越しをお待ちしております
ひこさんホテル和営業再開
（詳細は２～３ページ）

いつまでも健康で住み続けられる、住みたくなるまち
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Reopening of Business
ひこさんホテル和

英彦山
英彦山
スロープカー

銅鳥居

英彦山神宮奉幣殿

ひこさん
ホテル和

500

←彦山駅

↑豊前坊

　令和６年10月19日に約１年半の休業期間を経て営業再開する「ひこさんホテル和
なごみ

」。
　再開後は【四季折々の美しさ、大自然が織りなす、ひこさんホテル和】をコンセプトに、
英彦山の景観を楽しめるくつろぎの客室や、癒しの温泉、郷土の食材を活かした料理など、
新たなサービスを提供します。
　心あたたまるおもてなしで、皆様をお待ちしています。

▶営業再開日　１０月１９日土（予約受付中）
▶宿泊　１泊２食付き13,400円～22,350円　　
▶宴会　5,500円（飲み放題はプラス2,750円）　
※要予約。料理内容や金額は予算に応じて変更できます。
▶立ち寄り湯（利用時間 11時～16時）
　一般700円、小学生500円、幼児・町内在住70歳以上など400円
▶予約・問い合わせ
　電話：0947-85-0121
　ホームページ：https://hikosan-nagomi.com/　
※宿泊料金は季節や利用人数で変動します。
　※町内在住者、団体利用は割引サービスがあります。
　※レストランはランチ営業を行います。
　※送迎は相談ください。宴会の送迎は15人から利用できます。
　※レストランはラン
　※送迎は相談くださ

◉人里離れた静寂な空間で、大自然と過ごす贅沢なひとときを
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再開日 １０月１９日土（予約受付中）
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３　広報そえだ（令和６年 10月号）

↑ひこさんホテル和
　公式ホームページ
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水道料金の改定内容

水道料金改定の背景

◆慢性的な赤字経営からの脱却
　人口減などに伴う給水人口、平均給水量の減少に
より水道料金収入は令和元年度の１億9,848万円か
ら令和５年度は１億8,051万円と５年前と比較して

◆同じ水道利用でも異なる料金体系の見直し
　水道料金は、添田町上水道、下中元寺地区簡易水
道の料金体系と英彦山・落合・上中元寺地区簡易水
道の料金体系の２つが存在し、町内で同じ水量を使
用しても異なる料金が発生しています。この違いは
開設当初の経緯や、地理的条件などにより生じてい
ました。現在、上水道と４つの簡易水道の開設当初
の資産は減価償却が終わりに近づき、今後の水道事

◆用途別水道料金の廃止
　現在、水道料金は一般用や営業用など使用目的で
料金設定を行い、さらに口径別でメーターの使用料
を設けている口径別用途別料金体系を採用していま
す。しかし、この料金体系は同一の口径で給水能力
が同じなのに用途による料金の差が生じており公平

◆令和７年４月使用分（５月請求分）から料金改定
今回の改定は、平成18年以来、19年ぶりの値上げとなります

◆基本料金の統一と変更
　現在は、添田町上水道、下中元寺地区簡易水道と、英彦山・落合・上中元寺地区簡易水道の基本料金が異なっ
ていますが、今回の料金改定により基本料金を統一します。また、メーター使用料はかかりません

◆口径別用途別料金から口径別料金へ移行
　現在の一般用、営業用などの用途別料金を廃止し、水道メーターの口径の大きさによる口径別料金へ変わり
ます。使用水量に応じた負担となるため、より公平な料金体系となります

◆超過料金（１㎥）の変更
　現在は、使用用途により超過料金が異なっていますが、料金改定後は一律253円（１㎥／税込）となります

◆手数料および加入金の増額
　給水管の新設や増設、改造に伴う設計審査手数料および工事検査手数料と、新規の水道メーターを設置した
ときやメーターの口径を大きくするときの加入金を増額します

1,797万円減少していますが、支出は老朽化した水
道施設の修繕件数の増加に加え、原油高に伴う電気
料金の高騰や資材単価などの物価高騰、人件費・輸
送費の上昇など工事単価も上昇し令和元年度の２億
902万円から令和５年度は２億2,455万円と収入と
同じ５年前の比較で1,553万円増加しています。単
純に５年間で１年間の赤字幅が3,350万円拡大して
います。委託料など支出の見直しを行っていますが、
赤字解消には水道料金の改定が不可欠なため、料金
収入総額を約30％引き上げます。

業運営を安定的
かつ持続的なも
のにするために、
今回の料金改定
で上水道と簡易
水道の料金を統
一します。

とは言えません。使用する口径の大きさ・給水能力
といった明確な基準に基づき料金設定を行い、公平
な料金設定とするため、口径別料金体系へ移行しま
す。

種別
（用途別）

基本水量

添田町上水道
下中元寺地区簡易水道

英彦山地区簡易水道
落合地区簡易水道
上中元寺地区簡易水道

基本料金
１か月

超過料金
１㎥につき

基本料金
１か月

超過料金
１㎥につき

一般用 ８㎥まで 990円 242円 2,519円 242円

浴場用 100㎥まで 8,030円 231円 22,550円 198円

団体用 20㎥まで 2,486円 275円 6,765円 286円

営業用 10㎥まで 1,375円 308円 3,608円 319円

特需要 100㎥まで 12,760円 275円 36,036円 286円

一時用 １㎥まで －　　 803円 －　　 1,034円

メーター
口径

（口径別）
基本水量

基本水量 超過料金

１か月 １㎥につき

13mm ８㎥まで 2,486円 253円

20mm ８㎥まで 2,706円 253円

25mm ８㎥まで 3,146円 253円

40mm 15㎥まで 6,116円 253円

50mm 15㎥まで 7,546円 253円

75mm 15㎥まで 9,636円 253円

100mm 15㎥まで 12,606円　　 253円

添田町長　

　　寺西明男

添田町
上水道事業

下中元寺地区
簡易水道事業

上中元寺地区
簡易水道事業

落合地区
簡易水道事業 英彦山地区

簡易水道事業

メーター
口径

改定前
使用料

改定後
使用料

13mm 77円 ０円　　

20mm 132円 ０円　　

25mm 143円 ０円　　

40mm 253円 ０円　　

50mm 1,100円 ０円　　

75mm 1,265円 ０円　　

100mm 1,584円 ０円　　

種類 改定前
料金

改定後
使用料

審査
手数料 1,500円 3,000円

検査
手数料 1,500円 3,000円

メーター
口径

改定前
料金

改定後
使用料

13mm 33,000円 66,000円

20mm 66,000円 132,000円

25mm 132,000円 264,000円

40mm 440,000円 880,000円

50mm 880,000円 1,760,000円
75mm
以上 1,650,000円 3,300,000円

水道事業収支の推移

令和７年４月分から

令
和
７
年
４
月
分
か
ら

令
和
７
年
４
月
分
か
ら

令
和
７
年

４
月
分
か
ら

◎基本料金・超過料金（税込） ◎メーター使用料（税込）

◎手数料（非課税）

◎加入金（税込）

※今回の水道料金改定に伴う皆さんの変更手続きなどは不要です。

令和
元年度

令和
５年度

令和
６年度

令和
７年度

令和
８年度

令和
９年度

令和
10年度

2億4千万
2億2千万

2億
1億8千万
1億6千万
1億4千万
1億2千万

支出
収入

問 役場水道課管理係（☎82-5961）

水道料金を改定します
令和７年４月分から

※令和６年度以降は料金改定を行わない場合の試算。
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令和７年３月分まで 令和７年４月分から

水量
（㎥）

添田町上水道
下中元寺地区簡易水道

英彦山地区簡易水道
落合地区簡易水道
上中元寺地区簡易水道

改定後水道料金

メーター口径 メーター口径 メーター口径

13ｍｍ 20ｍｍ 13ｍｍ 20ｍｍ 13ｍｍ 20ｍｍ

～ 8 1,067円 1,122円 2,596円 2,651円 2,486円 2,706円

9 1,309円 1,364円 2,838円 2,893円 2,739円 2,959円

10 1,551円 1,606円 3,080円 3,135円 2,992円 3,212円

11 1,793円 1,848円 3,322円 3,377円 3,245円 3,465円

12 2,035円 2,090円 3,564円 3,619円 3,498円 3,718円

13 2,277円 2,332円 3,806円 3,861円 3,751円 3,971円

14 2,519円 2,574円 4,048円 4,103円 4,004円 4,224円

15 2,761円 2,816円 4,290円 4,345円 4,257円 4,477円

16 3,003円 3,058円 4,532円 4,587円 4,510円 4,730円

17 3,245円 3,300円 4,774円 4,829円 4,763円 4,983円

18 3,487円 3,542円 5,016円 5,071円 5,016円 5,236円

19 3,729円 3,784円 5,258円 5,313円 5,269円 5,489円

20 3,971円 4,026円 5,500円 5,555円 5,522円 5,742円

25 5,181円 5,236円 6,710円 6,765円 6,787円 7,007円

30 6,391円 6,446円 7,920円 7,975円 8,052円 8,272円

35 7,601円 7,656円 9,130円 9,185円 9,317円 9,537円

40 8,811円 8,866円 10,340円 10,395円 10,582円 10,802円

45 10,021円 10,076円 11,550円 11,605円 11,847円 12,067円

50 11,231円 11,286円 12,760円 12,815円 13,112円 13,332円

世帯別水道料金の目安

水道料金改定に関する説明会

水道料金の計算方法

単身世帯
１か月で
7㎥

使用したとき

改定前
料金
（税込）

改定後
料金
（税込）

改定額

添田町上水道
下中元寺地区 1,067円 2,486円 1,419円

英彦山地区
落合地区
上中元寺地区

2,596円 2,486円 △110円

４人世帯
１か月で
23㎥

使用したとき

改定前
料金
（税込）

改定後
料金
（税込）

改定額

添田町上水道
下中元寺地区 4,697円 6,281円 1,584円

英彦山地区
落合地区
上中元寺地区

6,226円 6,281円 55円

２人世帯
１か月で
15㎥

使用したとき

改定前
料金
（税込）

改定後
料金
（税込）

改定額

添田町上水道
下中元寺地区 2,761円 4,257円 1,496円

英彦山地区
落合地区
上中元寺地区

4,290円 4,257円 △33円

７人世帯
１か月で
40㎥

使用したとき

改定前
料金
（税込）

改定後
料金
（税込）

改定額

添田町上水道
下中元寺地区 8,811円 10,582円 1,771円

英彦山地区
落合地区
上中元寺地区

10,340円 10,582円 242円

　水道料金は検針時に配布する「水道使用水量のお知らせ」（検針票）で計算できます。

◆令和７年４月分からの料金計算方法
　メーター口径13ｍｍ、１か月の使用水量26㎥の場合
❶【基本料金（税込）】
　2,486円
　※メーター口径で異なり13ｍｍ契約では2,486円です。
　　　　　
❷【超過料金（税込）】
　4,554円＝（26㎥－８㎥＝18㎥）×253円
　※メーター口径が13ｍｍから25ｍｍ契約は毎月８㎥、40
　ｍｍから100ｍｍ契約は毎月15㎥の使用水量を超えると
　１㎥ごとに253円の超過料金が発生します。
　　　　
　【１か月の水道料金】7,040円

日　時 会　場 日　時 会　場

10月21日㈪18時30分～20時 英彦山公民館 10月31日㈭18時30分～20時 添田町体育館

10月22日㈫18時30分～20時 桝田公民館 11月１日㈮18時30分～20時 添田小学校

10月23日㈬18時30分～20時 オークホール 11月５日㈫18時30分～20時 真木小学校

10月24日㈭18時30分～20時 彦山地区総合センター 11月６日㈬18時30分～20時 オークホール

10月28日㈪18時30分～20時 中元寺公民館 11月７日㈭18時30分～20時 津野公民館

10月29日㈫18時30分～20時 中鶴教育集会所
11月12日㈫18時30分～20時

オークホール
※主に事業所（飲食店、施設、
病院など）向けの説明会です。10月30日㈬18時30分～20時 鏡町集会所

　今回の水道料金改定は、物価高騰のあおりを受け皆さんの生活が厳しい中で行います。水道事業の現状、料
金改定の必要性など「なぜ今、料金改定を行わなければならないのか」を丁寧にお知らせする説明会を開催し
ます。なお、説明会は町内各地区で開催しますが、お住いの地域に関係なくどの会場でも参加可能です。

❶

❷

＋

＝

◎水道料金比較表（税込）

　令和７年４月分からの水道料金改定による世帯ごとの増加見込みを算出しました。

※上記試算は水道メーター口径13ｍｍを使用、使用水量は見込みです。実際の請求金額は毎月の使用水量によっ
　て異なります。

まます。

問 役場水道課管理係（☎82-5961）

←料金改定に関する情報
　は町ホームページへ

←水道事業検討委員会の
　会議録はコチラから



子
ど
も
た
ち
は
「
わ
か
り
た
い
、

で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と

い
う
思
い
か
ら
意
欲
的
に
学
習
に
取
り

組
も
う
と
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
力

を
伸
ば
し
て
い
く
た
め
に
、
家
庭
で
は

次
の
こ
と
に
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
毎
日
の
寝
る
時
間
や
起
き
る
時
間
な

　

ど
の
生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
て
朝
食

を
食
べ
て
登
校
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。
朝
食
を
し
っ
か

り
食
べ
る
と
授
業
で
の
集

中
力
が
高
ま
り
ま
す
。

▼
子
ど
も
た
ち
の
取
組
ん
で
い
る
こ
と

　

や
努
力
し
て
い

　

る
こ
と
に
前
向

　

き
な
言
葉
を
か

　

け
た
り
誉
め
た

　

り
し
て
く
だ
さ

　

い
。
毎
日
の
生
活
で
自
尊
感
情
や
、　

　

自
己
有
用
感
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

▼
地
域
や
社
会
の
た
め
に
何
か
役
立
ち

　

た
い
と
思
う
子
ど
も
た
ち
が
全
国
よ

　

り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
10
月
に
各

　

地
域
で
行
わ
れ
る
ご
み
ゼ
ロ
の
活
動

　

に
親
子
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

活
動
を
共

　

に
す
る
こ

　

と
で
家
族

　

や
地
域
の

　

人
と
の
関

　

係
が
深
ま

　

り
地
域
へ

　

の
愛
着
が

　

増
し
ま
す
。

◉令和６年度全国学力・学習状況調査結果

　令和６年度全国学力・学習状況調査が４月に小学６年生・中
学3年生を対象に実施されました。今年度は国語・算数／国語・
数学の「教科に関する調査」と、学習意欲・学習方法・学習環
境などに関する「質問調査」が行われ、７月末にその結果が発
表されました。今回の教育のひろばではその結果の概要と、こ
れからの取り組みを考えます。

問 教育委員会学校教育課（☎ 82-5963）

学

令和６年度　全国学力調査（抽出）
～福岡県、全国の平均正答率（％）～

小学６年生

教科 国語 算数

学習指導
要領の
領域

情報の
扱い方

言語
文化

書く
こと

読む
こと 全体 数と

計算 図形 変化と
関係

データ
の活用 全体

福岡県 87.5 75.5 70.8 71.7 69 67.1 66.3 51.1 61.9 64

全　国 86.9 74.6 68.4 70.7 67.7 66.0 66.3 51.7 61.8 63.4

保

護

者

へ

お

願

い

小学校６年生

毎朝
朝食を
食べてい
る

将来の夢
や目標を
持ってい
る

自分に良
いところ
があると
思う

友人関係
に満足し
ている

休みの日
は家で１
時間以上
勉強して
いる

地域や社
会をよく
するため
に何をす
べきか考
えること
がある

添田町 73.7 54.4 31.6 68.4 43.8 39.2

福岡県 80.1 61.7 42.1 61.9 42.3 32.7

全　国 83.4 60.6 43.4 62.4 48.3 33.2

中学校３年生

毎朝
朝食を
食べてい
る

将来の夢
や目標を
持ってい
る

自分に良
いところ
があると
思う

友人関係
に満足し
ている

休みの日
は家で１
時間以上
勉強して
いる

地域や社
会をよく
するため
に何をす
べきか考
えること
がある

添田町 63.4 32.4 23.9 45.1 35.1 29.6

福岡県 77.3 37.9 40.1 54.8 58.2 27.2

全　国 79.1 36.1 40.4 55.0 63.0 26.4

し
か
し
、「
デ
ー
タ
の
活
用
」
と
い
う
領
域
だ

け
が
５
〜
６
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。

　
中
学
３
年
生
は

国
語
・
数
学
と
も

に
全
国
・
県
平
均

を
大
き
く
下
回
り

ま
し
た
。

　
教
科
の
領
域
別

に
見
る
と
国
語
で

は
「
言
語
文
化
」

「
読
む
」「
書
く
」、

数
学
で
は
「
デ
ー
タ
の
活
用
」「
数
と
式
」
な
ど

い
ず
れ
も
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
小
・
中
学
校
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
傾
向
と

し
て
は
、
国
語
で
は
「
情
報
の
扱
い
方
」「「
言

語
文
化
」「
書
く
こ
と
」、算
数・数
学
で
は「
デ
ー

タ
の
活
用
」
な
ど
に
課
題
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
今
年
度
の
小
・
中
学
生
質
問
調
査
の
結
果
か

ら
は
厳
し
い
状
況
が
う
か
が
え
ま
す
。
▽
「
毎

日
朝
食
を
食
べ
て
い
る
」
が
、
小
学
生
は
昨
年

度
よ
り
や
や
改
善
は
し
て
い
る
も
の
の
、「
食

べ
て
い
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
食
べ
て
い

る
」と
を
合
わ
せ
て
も
全
国・県
平
均
を
下
回
っ

て
い
ま
す
。
特
に
、朝
食
を
「
毎
日
食
べ
な
い
」

「
あ
ま
り
食
べ
な
い
」
中
学
生
は
２
割
以
上
お

り
、「
毎
日
食
べ
る
」
生
徒
の
割
合
は
過
去
最

低
水
準
で
し
た
。▽「
将
来
の
夢
や
目
標
を
持
っ

て
い
る
」「
自
分
に
は
良
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と

思
う
」
で
は
、
小
学
生・中
学
生
と
も
に
全
国・

県
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、「
持
っ
て
い

る
・
思
う
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
持
っ
て
い

る
・
思
う
」
を
合
わ
せ
る
と
ほ
ぼ
全
国
・
県
平

均
と
同
レ
ベ
ル
で
す
。
▽
「
友
人
関
係
に
満
足

し
て
い
る
」「
休
み
の
日
は
家
で
１
時
間
以
上

勉
強
し
て
い
る
」
で
は
、
全
国
・
県
平
均
と
比

べ
て
中
学
校
の
下
回
り
方
が
と
て
も
大
き
い
状

況
で
す
。
▽
そ
の
他
で
は
「
地
域
や
社
会
を
よ

く
す
る
た
め
に
何
を
す
る
べ
き
か
」「
学
校
に

行
く
の
は
楽
し
い
と
思
う
」
な
ど
は
全
国
・
県

平
均
を
上
回
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、「
早
寝
・

早
起
き
の
習
慣
化
」、「
ス
マ
ホ
等
の
利
用
時
間

の
制
限
」
な
ど
は
全
体
的
に
悪
く
、
特
に
中
学

生
で
は
家
庭
で
勉
強
す
る
・
し
な
い
が
大
き
く

二
極
化
し
て
い
ま
す
。

　
学
力
に
つ
い
て
は
年
度
ご
と
の
ば
ら
つ
き
は

あ
り
ま
す
が
、
小
学
校
で
は
こ
こ
数
年
で
全
国

や
県
の
平
均
を
超
え
る
と
こ
ろ
ま
で
向
上
し
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
中
学
校
は
全
国
・

県
平
均
を
か
な
り
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

数
年
の
経
年
変
化
を
見
る
と
徐
々
に
改
善
の
傾

向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
来
年
４
月
か
ら
小
学
校
が
統
合
す
る
と
と
も

　
小
学
６
年
生
は
国
語
と
算
数
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
添
田
町
は
国
語
で
は
全
国
・
県
平
均
か

ら
４
〜
５
ポ
イ
ン
ト
低
い
結
果
と
な
り
ま
し
た

が
、
算
数
で
は
全
国
・
県
平
均
と
ほ
と
ん
ど
同

程
度
で
し
た
。

　
国
語
は
「
読
む
こ
と
」「
書
く
こ
と
」
と
い
っ

た
領
域
別
で
見
る
と
い
ず
れ
も
全
国
平
均
を
下

回
り
ま
し
た
が
、
算
数
で
は
逆
に
ほ
と
ん
ど
の

領
域
別
で
全
国・県
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
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令和６年度　児童・生徒質問調査（抽出）
～添田町および福岡県、全国の平均回答率（％）～

に
、中
学
校
と
一
体
型
の
校
舎
が
完
成
し
ま
す
。

学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
か
ら
得
ら
れ
た

課
題
を
小
中
で
共
有
す
る
と
と
も
に
、
小
・
中

学
生
が
１
つ
の
校
舎
で
学
ぶ
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

を
最
大
限
に
活
用
し
て
小
中
学
校
教
員
の
相
互

乗
り
入
れ
や
教
科
担
任
制
の
導
入
、
複
数
教
員

に
よ
る
授
業
な
ど
を
取
り
入
れ
な
が
ら
課
題
解

決
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

▽
授
業
改
善
の
取
り
組
み

　
小
・
中
学
生
が
主
体
的
に
学
び
を
深
め
て
い

け
る
よ
う
、
教
師
か
ら
一
方
的
に
話
を
す
る
と

い
う
授
業
か
ら
分
か
ら
な
い
こ
と
は
分
か
ら
な

い
と
言
え
る
授
業
、
困
っ
た
と
き
な
ど
に
つ
ぶ

や
く
言
葉
を
見
逃
さ
ず
に
取
り
上
げ
て
い
く
授

業
、
グ
ル
ー
プ
で
学
び
合
い
意
見
交
換
し
な
が

ら
進
め
る
授
業
な
ど
を
通
し
て
「
思
考
力
・
判

断
力
・
表
現
力
」
を
高
め
ま
す
。
ま
た
、
今
年

で
７
回
目
を
迎
え
る
小
・
中
学
校
の
教
員
が
一

堂
に
会
し
て
授
業
交
流
や
研
修
を
行
う
事
業
も

推
進
し
ま
す
。

▽「
ふ
る
さ
と
そ
え
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
取
り
組
み

　
変
化
の
激
し
い
社
会
の
中
で
、
自
分
を
動
機

づ
け
て
高
め
よ
う
と
し
た
り
、
自
分
の
感
情
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
り
し
な
が
ら
、
自
分
と
他

者
を
大
切
に
で
き
る
非
認
知
能
力
（
や
る
気
、

忍
耐
力
、
協
調
性
、
自
制
心
な
ど
）
の
育
成
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
添
田
小

学
校
を
モ
デ
ル
校
と

し
た
長
期
宿
泊
学
習

や
各
校
で
の
様
々
な

体
験
学
習
を
通
し
て
、

こ
の
非
認
知
能
力
の

育
成
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
学
習
を
充
実
・
発
展
さ

せ
る
と
と
も
に
、
今
ま
で
以
上
に
小
中
の
連
携

を
深
め
な
が
ら
自
尊
感
情
や
自
己
有
用
感
、
粘

り
強
く
挑
戦
す
る
力
、
協
働
す
る
力
、
意
欲
、

目
標
を
持
っ
て
学
習
に
向
か
う
向
上
心
を
高
め

る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
「
生
活
習
慣
の
見
直
し

（
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
）」「
ス
マ
ホ
等

の
利
用
時
間
や
使
い
方
の
管
理
」「
家
庭
学
習

の
定
着
」「
家
族
の
一
員
と
し
て
の
役
割
」
な

ど
に
つ
い
て
は
、
家
庭
で
の
ご
協
力
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

の

中学３年生

教科 国語 数学

学習指導
要領の
領域

情報の
扱い方

言語
文化

書く
こと

読む
こと 全体 数と

式 図形 関数 データ
の活用 全体

福岡県 58.9 75.9 65.0 46.6 58 50.4 37.0 58.9 56.3 51

全　国 59.6 75.6 65.3 47.9 58.1 51.1 40.3 60.7 55.5 52.5

況調査が４月に小学６年生・中調査が４月に小学６年生・中

教
科
に
関
す
る
調
査
の
結
果
概
要

質
問
調
査
の
結
果
概
要

調
査
の
結
果
を
う
け
て

　
　

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

ＩＣＴ支援による
パソコン学習の支援

ふるさと学習の一環で
センダンの木を植樹
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まちからのお知らせ＆情報

ス マ―トフォンの基本的な操作を覚
えてLINEやインスタグラムを始め

てみませんか。生成AIや健康アプリなど、
暮らしに役立つアプリもわかりやすくお話します。

◉会場　オークホール
◉申込開始 10月7日㈪～　◉定員 各講座15人
問 役場まちづくり課情報推進係（☎82-5965）

わくわくスマホ教室
参加者を募集します

添 田町女性活躍推進バンクは、
女性ならではの新しい視点や

感性を活かして、多様な意見を町政
に反映させるための登録制度です。
登録すると町の審議会などの委員の
候補になります。「経験」や「知識」など、あなたが
持っている力をまちづくりにお貸しください。積
極的な申し込みをお待ちしています。
　　　　◉対象 町内在住・在勤の18歳以上の女
　　　　　性で、町政に関心があり、町の審議会
　　　　　などの委員として活動する意欲のある
　　　　　人（高校生は除く）
　　　　※自薦・他薦は問いません。
◉活動分野 まちづくり、子育て、
　防災、農林業、福祉、環境など
◉申込方法 役場総務課男女共同参
　画推進係で配布している申込書に
　必要事項を記入し、提出してくだ
　さい。申請書は町ホームページか
　らもダウンロードできます。
問 役場総務課男女共同参画推進係
 　（☎ 82-1231）

令和７年度補助金活用希望調査

町内で創業などを考えている人
相談ください

現在17人が登録中です

添田町女性活躍推進バンク
登録者募集中です

町 内で新たに創業、事業継承、第二創業を含
めた新事業展開を行う事業者に、創業など

に係る費用の一部を補助する添田町創業等支援事
業補助金。例年、複数の事業者がこの補助金を活
用して創業などを行っています。来年度も多くの
事業者にこの補助金を活用し、創業などを行って
もらうため、令和７年度補助金申請の希望調査を
行います。
◉対象となる創業の種類
▶創業　町内で事業を営
　んでいない個人、また
　は法人が、町内で新た
　に事業を開始すること
▶事業継承　町内ですで
　に事業を営んでいる個人の後継者が先代から事
　業を引き継ぐこと
▶第二創業　町内ですでに事業を営んでいる個人
　または法人の後継者が先代から事業を引き継ぎ、
　かつ、業態転換や新事業、または新分野に進出
　すること
▶新事業展開　事業を営んでいる個人、または法
　人が、新事業・新分野への進出により事業の拡
　大や新たな雇用を創出すること
◉補助額
▶町内に居住し、または創業等にあたり町外から
　町内へ移住し町内で創業等を行う人
　▷補助額：対象経費の１／２　
　▷補助額上限：飲食業・小売業・宿泊業・生活
　関連サービス業など100万円、その他の業種50
　万円
▶町外に居住し、町内で創業等を行う人
　▷補助額：対象経費の１／２
　▷補助額上限：一律30万円
※補助要件には町内事業所を設置または設置する
ことが確実である人、創業から５年以上継続して
町内で営業し、かつ添田町商工会の会員になる人、
町税などに滞納がないことなど複数
の要件があります。対象要件など詳
しくは問い合わせ、または町ホーム
ページで確認ください。
問 添田町商工会（☎82-0244）
　 役場商工観光振興課商工観光振興係
　 （☎ 82-1236）

スマホデビューも安心！スマホでもっと便利に

何 らかの事情で親と離れて暮らす子どもたち
が、福岡県には1,800人います。そうした

子どもを自分の家庭に受け入れて、さまざまなサ
ポートを受けながら養育するのが「里親制度」です。
◉里親制度には４つの種類があります
▷養育里親　▷専門里親　▷養子
　縁組里親　▷親族里親
◉里親になるまでの流れ
①相談→②研修→③申請→
　④調査→⑤審議会→⑥認定・登録
※里親になるためには、要件があります。また、
子どもを育てるために必要な生活費、教育費、医
療費などが支給されます。里親について、関心や
質問のある人は問い合わせください。
問 【福岡県里親養育包括支援業務受託】
 　社会福祉法人嘉穂郡社会福祉協会フォスタリン
　グ機関そわか（☎0948-42-1052）
　 福岡県田川児童相談所（☎42-0499）

10月は「里親月間」です

やさしい社会の絆。広げよう「里親」の輪

日程 時間 内容

10／17
㈭

10時～11時30分  スマホ基本操作、LINE活用
 講座14時～15時30分

10／24
㈭

10時～11時30分  インスタグラム入門編

14時～15時30分  インスタグラム中級編

11／６
㈬

10時～11時30分  スマホに話しかけてみよう、
 生成 AI の使い方14時～15時30分

11／28
㈭

10時～11時30分  スマホで健康づくり・健康
 管理、健康アプリの使い方14時～15時30分

め
、

室
す

人 後継者が先代 事

持ってい
極的な申
　　　
　　　
　　　　
　　　　
　 　
◉活動分

です

ります
養子

。

　公民館運営審議会委

員として会議に参加し

ています。公民館は地

域の交流・憩いの場と

して日常的に利用され、

笑顔あふれる場所です。

委員は公民館と住民を

結ぶパイプ的存在であ

るため、住民の意思を

反映できるようこれか

らも頑張ります。

女性活躍推進バンクに登録し
協議会などで活躍中の女性を紹介します

　国民健康保険事業の

運営に関する協議会の

委員として会議に参加

し、様々な立場の意見

や保険の仕組みを知る

ことができました。大

変有意義な体験をさせ

ていただいています。

今後も少しでも女性活

躍のお役に立てればと

願っています。

林　真弓さん 武貞眞弓さん

↑ホームページは
   こちらから

↑ホームページは
   こちらから

フォレストアドベンチャー・添田
からのお知らせです

昨 年４月29日にオー
プンしたフォレス

トアドベンチャー・添田。
旧駅舎を改修した受付棟
や廃線敷きを歩いてパー
クに向かうのは添田だけ。
湿地を見学しながら生息する生物
に触れて学ぶ環境学習も行ってい
ます。台風の被害を受け、現在休
園していますが、早期再開を目指
し準備を進めています。ご利用予
定だった皆さんには申し訳ありま
せんが、再開した際にはドキドキ・
ハラハラを体験しにぜひ遊びに来
てください。随時Instagramなど
で情報発信していますのでご覧く
ださい。

◉10月から料金を変更します
　物価上昇のあおりを受けながらも価格維持に取
り組んできましたが、品質とサービスを継続する
ため不本意ながら料金を改定することとなりまし
た。ご負担をおかけしますが、今後ともお客様へ
非日常体験を提供できるように改善を図っていき
ますので、ご理解のほどよろしくお願いします。
▶料金表（税込）

※町民割引などもあります。

◉イベントを開催します
　美味しい食べ物いっぱいの食欲の秋、キッチン
カーや飲食店が大集合。また総勢約120人のキッ
ズダンサーも来場し、会場を盛り上げます。

▶とき 10月12日㈯ 10時～16時
▶ところ　フォレストアドベンチャー・添田駐車場
※この日限定で、ショートコースのプチフォレス
トの体験を１回1,000円で行います。

問 フォレストアドベンチャー・添田
　 （☎080-3975-4010）

早期の再開に向け復旧作業中

コース 変更前料金 変更後料金

キャノピー
コース 2,800 円 3,000円

アドベンチャー
コース 3,800 円 4,000円

↑Instagramは
　こちらから



My Town Topics 問 役場総務課広報・秘書係（☎ 82-4000）

まちの話題
My Town Topics

身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。
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令和５年度決算審査報告

予算執行状況などをくまなく審査

英彦山スロープカー「敬老の日」感謝祭

敬老の日に縁起物の英彦山がらがらを

↑今年は62人に英彦山がらがらが配られました

　敬老の日に65
歳以上の人に感
謝を込めて英彦
山がらがらをプ
レゼントしてい
る英彦山スロー
プカー。英彦山
神宮の参拝に日
田市から家族と
訪れた羽野きみ
えさんは英彦山がらがらのプレゼントに「本当にありが
たいです」と話し、孫の坂本尊優さんから「おばあちゃ
ん、長生きしてね」と愛あるメッセージが贈られました。

英彦山門前町同好会シンポジウム

英彦山の可能性と未来を考える

　９月７日、英彦山でさまざまなイベントを
開催している英彦山門前町同好会主催の「英
彦山の可能性を未来へつなぐシンポジウム～
なぜ今、人は山へ行くのか～」が英彦山青年
の家で開かれました。最初にテレビ番組のコ
メンテーターなどで有名な精神科医の名

なこし

越康
文さんの「英彦山が日本の未来にもたらすも
の」と題した基調講演が行われ、次に（株）
ヤマップ代表取締役ＣＥＯの春山慶彦さん、
英彦山神宮禰

ね ぎ

宜の髙千穂有昭さん、森林セラ
ピーガイドの森下右子さんに名越さんを交え
たディスカッションが行われ、それぞれの立
場で英彦山に対する熱い思いが語られました。

佐々木小次郎像除幕式

役場庁舎横に新たな観光名所

　令和元年に公開された映画「武蔵ーむさし
ー」の脚本・監督を務めた三上康雄氏から佐
々木小次郎の銅像が町に寄贈され、その除幕
式が９月18日に行われました。宮本武蔵や佐
々木小次郎の出生地には不明な点が多く諸説
ありますが、三上監督は色々な記録などを基
に宮本武蔵は兵庫県太

たいしちょう

子町に、佐々木小次郎
は添田町に出生地を認定し、それぞれの町に
銅像を寄贈しました。三上監督は体調不良に
より除幕式への出席はかないませんでしたが、
太子町の沖

おきしおもりひこ

汐守彦町長などが出席。沖汐町長
は「銅像が寄贈されたことを機に、添田町との
交流をスタートさせたい」と話していました。

↑意見書を提出した山本監査委員㊧、宮平監査委員㊨

↑庁舎横に設置された小次郎像の除幕を行う（左から）松浦太子町議会議長、沖汐太子町長、寺西町長、畠田議長

　町の財務に関
する事務が適正
かつ効率的に執
行されているか
を監査する添田
町監査委員の宮
平信之さんと山
本徳和さんが、
令和５年度の歳
入歳出決算の審
査意見書を寺西町長に提出しました。意見書では町税な
どの徴収率低下や、町有財産の処分の検討などを指摘。
決算の詳細は広報そえだ11月号でお知らせします。

↑山・川・街・海を個別に考えずに「流域」としてとらえ、洪水などには総合的な治水対策が必要と訴える春山社長

添田小学校稲刈り体験

暑さに負けずに育ったお米を収穫

　９月11日、添田小学校４年生37人が学校近
くの田んぼで稲刈りを行いました。４月に育
苗、５月に田植えを行い、自分たちで一から
育てたお米の収穫です。田植え、稲刈りは田
中隆信さん（添田西）の指導で行われました。
恐る恐る稲を刈る、初めて鎌を持つ児童が多
い中、家族の田んぼで稲刈りを経験している
児童は慣れた手つきで刈っていきます。今年
は猛暑で不作が心配されましたが、児童たち
が育てた稲には多くの実りが。収穫されたお
米は給食に使われるほか、９月15日に道の駅
歓遊舎ひこさんで行われた新米フェアの新米
すくいで使われ、多くの人に食されました。

↓稲の刈り方を真剣に習う児童たち

↑道の駅で行われた新米すくいには100人以上の行列が

↓「明治時代、廃仏毀釈によって英彦山は荒れたが、雄大な森は残った。森は魂の故郷」と話す名越さん

↑たくさんのお米が収穫できました

↓手や足を切らないように気を付けて刈ります

理科読水あそびコレクション

水には不思議な秘密がいっぱい

↑真剣な表情で葉っぱの上に水玉を作る子どもたち

　９月７日、町
立図書館で理科
読風ぐるまを講
師に「理科読水
あそびコレクシ
ョン」が行われ
ました。葉っぱ
や紙・布などい
ろいろな素材の
上に水玉を作っ
たり、水に１円玉を浮かせたり、６種類の実験を通して
楽しみながら水が持つ性質を体験した子どもたち。「知ら
なかったことがたくさんわかった」と話してくれました。

ＢＲＴひこぼしライン１周年記念イベント

HappyBiRThday！BRTひこぼしライン

↑午前中で売り切れとなった商品も続出しました

　９月８日、B
RＴひこぼしラ
インの開業１周
年を記念してＪ
Ｒ小倉駅で添田
町、東峰村、日
田市によるＰＲ
イベントが開か
れました。添田
町から４店舗、
３市町村合計13店舗から野菜や果物、加工品などの特産
品や美味しいグルメが大集合。天気にも恵まれ、逸品を
求めに訪れた多くの人で会場が賑わっていました。

100歳お祝い状贈呈

長寿をお祝いし健康を願う

　９月19日、今年度町で100歳を迎える７人
のうち、勝野ミチヨさん（添田東）の自宅を
寺西町長が訪問して長寿のお祝いをしました。
町長が「100歳おめでとうございます。いつ
までも元気でいてください」と声をかけてお
祝い状と記念品を手渡すと「ありがとうござ
います」と元気な声で答える勝野さん。 「元
気の秘訣は特にないけれど、自宅の庭を散歩
したり、窓から山や空を見たりして過ごして
います。息子夫婦にも助けられています」と
笑顔で話してくれました。敬老の日の９月16
日現在、町には75歳以上の人が2194人、その
うち100歳以上の人は14人です。

↑8月に100歳を迎え、現在も自宅で元気に過ごす勝野さんとお祝いに訪れた寺西町長
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10月生まれ
HAPPY
BIRTHDAY

れ

HAPPYBIRTHDAY♥
いつも元気いっぱいなみちゃん。
来年１年生！たのしみです。

植田 南
なみ

海ちゃん
10月４日生 ❻・庄西

中富 心
みみ

美 ちゃん 
10月30日生 ❸・野田

我が家のプリンセス♡ 3歳のお誕
生日おめでとう！これからもスク
スク元気に育ってね♡

★いちごくらぶコンサート（inオークホール）

　▷16日
★虹の会 布おもちゃ製作（２日～ 全４回）

★サークル「めだかっこ」（毎週火曜日）

▷８日／虹の会読み聞かせ（給食）　▷15日／親子リ
　トミック（給食）　▷22日／歓遊舎ひこさんへおでか　
　け（おにぎり）　▷29日／ハロウィン（給食）
★サークル「おんぶに抱っこ」（毎週金曜日）

▷４日／虹の会読み聞かせ　▷11日／乗り物遊び　
　▷18日／親子健康教室・おっぱい相談
　▷25日／親子エアロビクス
★ベビーサークル「あっぷっぷ」

▷９日／虹の会読み聞かせ　▷30日　
★マタニティサークル「ポコ・ア・ポコ」

　▷10日
≪11月の予告≫ ▷５日／りんご狩り　▷８日／なか
　よしコンサート　▷20日／おんぶに抱っこマルシェ
※詳しくは「おんぶに抱っこ通信」をご確認ください。
問 添田町地域子育て支援センター（☎ 85-0888）

★いちご★

」

子

地域子育て支援センター

　　　10月の予定
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。
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現
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的
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豊
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と
い
う
名

称
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産
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名
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で
す
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治
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６
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に
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前
国（
現
、

鞍
手
郡
や
直
方
市
、
飯
塚
市
な
ど
）

と
旧
豊
前
国
（
現
、
田
川
市
や
田
川

郡
な
ど
）
の
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炭
坑
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が
利
害
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を
図
る
た
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設
立
し
た
「
豊

前
国
筑
前
国
石
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坑
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」
が
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と
な
り
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１
８
９
３
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に

「
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歴まちコラム　　～歴史と文化のふる里探訪～
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時
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正
時
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に
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は
す
で
に
小
規

模
な
炭
坑
が
い
く
つ
か
あ
り
、
20
年

代
後
半
に
な
る
と
大
規
模
な
炭
坑
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
明

治
35（
１
９
０
２
）年
に
蔵く

ら
う
ち内

次じ
ろ
さ
く

郎
作

と
保や

す
ふ
さ房

の
親
子
が
操
業
を
始
め
た
峰

地
炭
坑
の
坑
夫
数
は
45（
１
９
１
２
）

年
に
な
る
と
、
三
井
や
三
菱
な
ど
の

大
企
業
が
筑
豊
地
域
で
所
有
す
る
炭

坑
と
肩
を
並
べ
る
ほ
ど
の
規
模
に
な

り
、
筑
豊
地
域
の
な
か
で
も
屈
指
の

炭
坑
に
成
長
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

昭
和
35（
１
９
６
０
）年
か
ら
44
（
１

９
６
９
）
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
で

燃
料
の
主
役
が
石
炭
か
ら
石
油
へ
変

わ
る
と
、
町
内
の
炭
坑
も
影
響
を
受

け
て
閉
山
と
な
り
、
炭
坑
施
設
の
多

く
は
取
り
壊
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
町
内
に
は
石
炭

産
業
の
歴
史
を
物
語
る
も
の

が
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

一
つ
が
庄
の
菅
原
神
社
に
あ
る
「
峰

地
二
坑　

守
護
神
社
」
の
石
碑
で
す
。

神
社
で
は
菅
原
道
真
と
と
も
に
、
山

の
神
と
さ
れ
る
「
大お

お
や
ま
づ
み
だ
い
じ
ん

山
祇
大
神
」
も

祀
っ
て
い
ま
す
。
炭
坑
は
「
ヤ
マ
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
石

碑
は
峰
地
炭
坑（
＝
山
）の
安
全
を
祈

願
し
て
設
置
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
鳥
迫
納
骨
堂
付
近
に
あ

る
蔵
内
保
房
の
功
績
を
た
た
え
る
石

碑
も
石
炭
産
業
の
歴
史
を
語
る
も
の

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
碑

文
に
は
、
保
房
が
炭
坑
事
業
で
成
功

し
、
教
育
分
野
や
慈
善
事
業
、
土
木

　

か
つ
て
日
本
の
産
業
を
支
え
た
石
炭
の
産
炭
地
で
国
内
有
数
の

産
出
量
を
誇
り
、「
筑
豊
炭
田
」と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
筑
豊
地
域
。

今
回
の
歴
ま
ち
コ
ラ
ム
は
、
大
企
業
と
肩
を
並
べ
る
ほ
ど
の
規
模

に
成
長
し
た
添
田
町
の
炭
坑
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

日
本
を
支
え
た「
筑
豊
炭
田
」

添
田
町
の
炭
坑
の
歴
史

↑大正３年頃の峰地二坑の選炭場
　（現在の西添田駅付近）

問 役場商工観光振興課歴史文化財係（☎82-1236）

【参考文献】　『筑豊　石炭の地域史』永末十四雄　昭和50年

①お子さんの写真　
②お子さんの氏名　
③名前の読み方　
④誕生日　⑤年齢　
⑥行政区　⑦メッセー
ジ（50文字以内）
⑧保護者の連絡先
を送信してください。

未就学児のお子さん
を募集しています

★★
★

送信先

koho@town.soeda.fukuoka.jp
問 役場総務課広報・秘書係（☎ 82-4000）

秋
暑
し
隣
の
家
の
電
子
音　
　
　
　
　
　

天
野
ユ
キ
海

木
犀
の
花
の
香
り
と
気
付
く
風　
　
　
　

立
花　

克
明

時
々
は
日
差
し
に
秋
や
百
日
紅　
　
　
　

柳
瀬　

満
子

【
川
柳　

投
稿
】

お
土
産
に「
添
田
め
ん
べ
い
」よ
ろ
こ
ば
れ　

原
田
祥
二
郎

楽
々
と
神
宮
参
拝
「
ス
ロ
ー
プ
カ
ー
」　
　

原
田　

順
子

目や手の障がいなどにより広報そえだを読む
ことができない人にも広報紙の内容をお伝えす
るため、令和５年４月号から発行している「声
の広報そえだ」。毎号、読書ボランティアの添
田町虹の会の皆さんなどの協力により、広報紙
の内容をＣＤに録音し、毎月20日前後に希望者
の自宅へ郵送しています。
　声の広報そえだの申し込みは役場総務課広報・
秘書係窓口のほか、電話・メール・ＦＡＸでも
受け付けています。代理の人や支援をしている
人からの申し込みも可能です。声の広報そえだ
は町立図書館にあるほか、町ホームページでも
公開していますので、ぜひお聞
きください。
※ＣＤの再生機器は各自で用意
してください。
【申し込み・問い合わせ先】
役場総務課広報・秘書係
〒824-0691添田町大字添田2151番地
ＴＥＬ：82-4000　ＦＡＸ：82-2869
ＭＡＩＬ：koho@town.soeda.fukuoka.jp

↑町ホームページは
  こちらから

我が家の癒しこっちゃん１歳のお
誕生日おめでとう♡こっちゃんの
ペースで元気に育ってね♡

中富 心
こはく

珀 ちゃん 
10月30日生 ❶・野田

11月生まれの締め切りは、

10月11日㈮です。
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た
め
、
慰
霊
巡
拝
を
実
施
し
ま
す
。

▼
巡
拝
日
程　

令
和
７
年
１
月
23
日

　

㈭
〜
24
日
㈮

▼
追
悼
式　

令
和
７
年
１
月
23
日
㈭

14
時
〜
15
時
／
沖
縄
県
糸
満
市「
福

　

岡
の
慰
霊
の
塔
」

▼
対
象
者　

先
の
大
戦
に
お
け
る
沖

　

縄
地
域
で
の
福
岡
県
出
身
の
戦
没

　

者
お
よ
び
一
般
戦
災
死
没
者
の
遺

　

族
（
配
偶
者
・
父
母
・
子
・
兄
弟

　

姉
妹
・
孫
・
甥
姪
）
で
県
内
に
居

　

住
し
て
い
る
人

▼
募
集
人
数

20
人

▼
申
込
締
切

12
月
６
日
㈮
必
着

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
一
般
財
団
法
人
福
岡
県
遺
族
連
合

会
（
☎
092
―
761
―
０
０
１
２
）

役
場
福
祉
環
境
課
福
祉
・
障
が
い

者
支
援
係
（
☎
82
―
１
２
３
２
）

【
第
４
回
自
衛
官
候
補
生
】

▼
試
験
日　

▽
11
月
10
日
㈰
〜
12
日

　

㈫
の
う
ち
い
ず
れ
か
１
日
／
筆
記

　

試
験
・
適
性
検
査　

▽
11
月
17
日

　

㈰
〜
20
日
㈬
の
う
ち
い
ず
れ
か
１

　

日
／
口
述
試
験
・
身
体
検
査

▼
受
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る

18
歳
〜
32
歳
の
人

▼
受
付
締
切

11
月
１
日
㈮

※
飯
塚
地
域
事
務
所

で
は
、
随
時
説
明
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ご
都
合
に
合
わ
せ
て

個
別
説
明
、
出
張
説

明
も
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

地
域
事
務
所

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

　

田
川
・
小
竹
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
令
和
７
年
度
施
設
内
職
業
訓
練

生
（
４
月
入
校
生
）
を
募
集
し
ま
す
。

▼
試
験
日

11
月
15
日
㈮
／
筆
記
お

　

よ
び
面
接

▼
募
集
期
間

10
月
９
日
㈬
〜
11
月

　

７
日
㈭

▼
募
集
科　

▽
田
川

　

校
＝
電
気
工
事
科
、

　

自
動
車
整
備
科
、

　

木
工
家
具
科
、
エ

　

ク
ス
テ
リ
ア
左
官

　

科
、
O
A
事
務
科

　

▽
小
竹
校
＝
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
、

　

自
動
車
整
備
科
、
機
械
加
工
エ
ン

　

ジ
ニ
ア
科
、
建
築
科
、
デ
ザ
イ
ン

　

塗
装
科
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
科

※
詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
備

え
付
け
て
い
る
募
集
要
項
、
ま
た
は

職
業
訓
練
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w.fukuoka

-kunren.ac.jp

）で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
立
田
川
高
等
技
術
専
門
校

　
（
☎
44
―
１
６
７
６
）

福
岡
県
立
小
竹
高
等
技
術
専
門
校

　
（
☎
０
９
４
９
―
62
―
６
４
４
１
）

　

離
職
な
ど
で
再
就
職
を
希
望
す
る

人
を
対
象
に
、
専
門
知
識
や
技
能
を

学
ぶ
６
か
月
間
の
訓
練
で
す
。

▼
訓
練
期
間

12
月
３
日
㈫
〜
令
和

　

７
年
５
月
30
日
㈮

▼
訓
練
科
名　

も
の

　

づ
く
り
溶
接
科
／

　

定
員
15
人

▼
対
象
者

公
共
職

　

業
安
定
所
（
ハ
ロ

　

ー
ワ
ー
ク
）
に
求
職
を
申
し
込
み

　

し
て
い
る
人

▼
受
講
料　

無
料
（
教
科
書
・
作
業

　

着
な
ど
は
自
己
負
担
）

▼
申
込
方
法　

公
共
職
業
安
定
所（
ハ

　

ロ
ー
ワ
ー
ク
）
に
申
し
込
み

▼
募
集
期
限

11
月
７
日
㈭

▼
入
所
選
考

11
月
13
日
㈬
／
筆
記

　

お
よ
び
面
接

◉
施
設
見
学
会
・
説
明
会

▼
と
き

10
月
22
日
㈫
、
11
月
６
日

　

㈬　

い
ず
れ
も
13
時
〜
２
時
間
程

　

度
／
予
約
不
要

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯
塚

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
９
８
８
）

　

先
の
大
戦
に
お
け

る
沖
縄
地
域
で
の
福

岡
県
出
身
の
戦
没
者

お
よ
び
一
般
戦
没
者

の
人
々
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る

▼
と
き

12
月
６
日
㈮
13
時
45
分

▼
対
象
者

▽
幼
稚
部
＝
平
成
31
年

　

４
月
２
日
〜
令
和
４
年
４
月
１
日

　

に
生
ま
れ
た
幼
児　

▽
高
等
部
専

　

攻
科
理
療
科
＝
特
別
支
援
学
校
高

　

等
部
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学

　

校
を
卒
業
し
た
人
か
、
令
和
７
年

　

３
月
に
卒
業
見
込
み
の
人
、
ま
た

　

は
そ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ

　

る
と
認
め
ら
れ
た
人

▼
志
願
資
格　

両
眼
の
視
力
が
概
ね

0.3
未
満
の
人
、
ま
た
は
視
力
以
外

　

の
視
機
能
障
が
い
が
高
度
の
も
の

　

の
う
ち
、
拡
大
鏡
な
ど
の
使
用
に

　

よ
っ
て
も
通
常
の
文
字
、
図
形
な

　

ど
の
視
覚
に
よ
る
認
識
が
不
可
能

　

ま
た
は
著
し
く

　

困
難
な
程
度
の

　

人
で
、
原
則
保

　

護
者
と
と
も
に

　

県
内
に
在
住
し

　

て
い
る
人

問
福
岡
県
立
北
九
州
視
覚
特
別
支
援

学
校
（
☎
093
―
651
―
５
４
１
９
）

　

清
々
し
い
秋
の
空
気
の
中
で
、
英

彦
山
の
自
然
や
生
物
多
様
性
に
つ
い

て
、
専
門
家
の
解
説
付
き
で
、
見
て

Information くらしに役立つ情報満載
自
衛
官
等
採
用
試
験

触
れ
て
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

▼
と
き

10
月
19
日
㈯
10
時
〜
15
時

（
荒
天
時
は
11
月
４
日
㈪
に
延
期
）

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
立
英
彦
山
青
年

　

の
家

▼
内
容　

自
然
観
察
、

　

ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ

　

フ
ト
体
験
（
ク
リ

　

ス
マ
ス
リ
ー
ス
・

　

落
ち
葉
し
お
り
づ

　

く
り
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
定
員

30
人
（
先
着
順
）

※
小
学
生
以
下
は
、
保
護
者
同
伴
。

▼
申
込
期
限

10
月
14
日
㈪

▼
申
込
方
法　

①
参
加
者
全
員
の
氏

　

名
・
年
齢　

②
代
表
者
の
住
所
・

　

連
絡
先　

③
当
日
の
緊
急
連
絡
先

　

を
明
記
し
、
F
A
X（
0
9
4
8

　

―
23
―
４
１
６
２
）

　

ま
た
は
メ
ー
ル
で

　

申
し
込
み

問
嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環
境
事
務

所
地
域
環
境
課

（
☎
0
9
4
8
―
21
―
４
９
７
５
）

10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
「
公

証
週
間
」
で
す
。
も
め
な
い
相
続
と

試
験
・
募
集

北
九
州
視
覚
特
別
支
援
学
校

幼
児
・
生
徒「
募
集
説
明
会
」

田
川
公
証
役
場
無
料
相
談
所

↑メールは
  こちらから

講座やワークショップに
参加してみませんか

図書館からのお知らせ

◉法務局出前講座～御存じです
か？相続登記が義務化されました～
　今年４月１日から相続登記が義務化され
ました。正当な理由がないのに相続登記の
申請をしないと、10万円以下の過料が科さ
れる可能性があります。専門の講師が相続
登記や遺言書のことについて詳しくお伝え
します。

▶とき 10月18日㈮ 10時～12時
　①「相続と遺言について」10時～
　②「相続登記について」11時～
※どちらかだけの参
加も可能です。
▶講師 公証役場公
　証人、法務局職員
▶定員 15人（先着順）

◉「読書の楽しさを伝えよう！」ワーク
ショップ～読書好きになるきっかけづく
りを考える研修会（高学年編）～
　　　　　　　　　　　　低学年から高学
　　　　　　　　　　　年になるとどんな
　　　　　　　　　　　本を紹介すれば良
　　　　　　　　　　　いか悩んだことは
　　　　　　　　　　　ありませんか。発
達段階や年齢に応じた読書の楽しみや本の
選び方の工夫などについて、みんなで一緒
に考えてみませんか。
▶とき 10月23日㈬ 10時30分～12時
▶講師 尾場瀬淳美さん（絵本専門士・JP
　IC読書アドバイザー）
▶定員 15人（先着順）
問 町立図書館（☎82-4800）

福
岡
県
公
共
職
業
訓
練

施
設
内
訓
練
生
募
集

安
心
の
老
後
、
子

ど
も
の
健
や
か
な

成
長
の
た
め
に
、

公
正
証
書
を
活
用

し
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き

10
月
6

　

日
㈰
９
時
〜
15

　

時
／
要
事
前
予

　

約
▼
と
こ
ろ　

田
川
公
証
役
場（
田
川
市
）

▼
内
容　

相
続
や
遺
言
、
任
意
後
見
、

　

養
育
費
、
各
種
契
約
な
ど　

問
田
川
公
証
役
場

（
☎
44
―
４
１
３
０
）

　

相
談
員
が
本
人
と
そ
の
家
族
の
困

り
ご
と
の
解
決
に
向
け
、
必
要
な
支

援
・
手
続
き
に
繋
ぐ
な
ど
の
相
談
支

援
を
行
い
ま
す
。

生
活
全
般
、
子
育

て
や
家
族
の
悩
み

が
あ
る
人
は
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

10
月
17
日
㈭
、
11
月
21
日

　

㈭　

い
ず
れ
も
10
時
30
分
〜
12
時
、

13
時
〜
14
時
30
分
／
要
事
前
予
約

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
役
場

問
福
岡
県
自
立
相
談
支
援
事
務
所

（
☎
44
―
８
６
３
１
）

子
ど
も
支
援
オ
フ
ィ
ス

（
☎
44
―
８
６
１
２
）

　

労
働
者
・
事
業
主
関
係
な
く
、
解

雇
や
賃
金
、
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ

な
ど
に
悩
ん
で
い
る
人
は
、
ぜ
ひ
一

度
労
働
相
談
を
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

11
月
８
日
㈮
13
時
30
分
〜

16
時
／
要
事
前
予
約

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
役
場
１
階
特
一

　

会
議
室

問
福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支
援
事
務
所

（
☎
０
９
４
８
ー
22
―
１
１
４
９
）

　

筑
豊
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
サ
ポ

ス
テ
）
で
は
、

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
無
料

で
就
労
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
悩
み
に
合
わ

せ
て
対
応
、
働
く
た
め
の
準
備
か
ら

応
募
・
就
職
定
着
ま
で
全
面
的
に
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ど
ん
な
悩
み
で
も

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

月
曜
日
〜
土
曜
日
10
時
〜

17
時
（
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

▼
と
こ
ろ　

あ
い
タ
ウ
ン
３
階
（
飯

　

塚
市
）

▼
対
象
年
齢

15
歳
〜
49
歳

▼
相
談
料　

無
料

【
出
張
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
】

相
談

福
岡
県
沖
縄
地
域
戦
没
者

慰
霊
巡
拝
団
員
募
集

労
働
の
お
悩
み
出
張
相
談
会

就
労
へ
の
悩
み
や
不
安
は

サ
ポ
ス
テ
に
相
談
く
だ
さ
い

家
族
・
支
援
者
向
け

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
講
習
会

が
不
可
能

日
㈮

▼
と
き　

毎
月
第
１
・
第
３
金
曜
日

10
時
〜
17
時
／
要
事
前
予
約

▼
と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
田
川

※
心
理
相
談
も
毎
月
３
回
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
筑
豊
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン（
☎
０
９
４
８
ー
21
―
６
８
３
０
）

▼
と
き

10
月
17
日
㈭
14
時
〜
16
時

　

／
要
事
前
申
込

▼
と
こ
ろ　

田
川
総
合
庁
舎

▼
対
象　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
患
者

　

に
関
わ
る
家
族
、
支
援
に
携
わ
る

　

関
係
機
関
の
職
員
、
そ
の
他
関
心

　

の
あ
る
人

▼
内
容　

▽
講
話
＝
①
「
お
酒
セ
ラ

　

ピ
ー
」
〜
楽
し
く
お
酒
と
つ
き
合

　

う
た
め
に　

②
ア
ル
コ
ー
ル
健
康

　

障
害
の
当
事
者

　

と
家
族
支
援　

　

▽
当
事
者
か
ら

　

の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

▽
支
援
に
関
す

　

る
情
報
提
供

▼
参
加
費　

無
料　

問
福
岡
県
田
川
保
健
福
祉
事
務
所
健

康
増
進
課
（
☎
42
―
９
３
０
７
）

公
共
職
業
訓
練
生（
12
月
生
）を

募
集
し
ま
す

福者者平
和
を
祈
念
す
る

英
彦
山
秋
の
自
然
観
察
会

参
加
者
募
集

子
ど
も
支
援
オ
フ
ィ
ス

無
料
巡
回
相
談
会

子
か
な

に
、

活
用

月
6

〜
15

前
予

。

講
座

サ
ル
タ
ン
ト
が
無
料

プに
か
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Information

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
立
田
川
高
等
技

　

術
専
門
校

▼
内
容　

◉
体
験
教
室
＝
▽
電
気
工

　

事
科
／
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
つ
く
る

　

風
力
発
電
機
製
作　

▽
自
動
車
整

　

備
科
／
く
る
ま
の
分
解
・
点
検
作

　

業
、
E
V
自
動
駐
車
体
験　

▽
O

A
事
務
科
／
カ
レ
ン
ダ
ー
製
作　

　

▽
木
工
家
具
科
／
お
箸
作
り
体
験
、

　

カ
ン
ナ
削
り
体
験　

▽
エ
ク
ス
テ

　

リ
ア
左
官
科
／
土
団
子
づ
く
り

　

◉
訓
練
生
作
品
展
示　

◉
家
具
や

　

野
菜
の
即
売
会　

◉
キ
ッ
チ
ン
カ

　

―
コ
ー
ナ
ー　

な
ど

問
福
岡
県
立
田
川
高
等
技
術
専
門
校

福
岡
県
も
の
づ
く
り
技
能
フ
ェ
ス

　

歌
声
喫
茶
と
コ
ン
サ
ー
ト
を
一
度

に
両
方
楽
し
め
る
新
し
い
ス
タ
イ
ル

の
音
楽
会
で
す
。
プ
ロ
の
演

奏
家
が
昭
和
歌
謡
か
ら
ク
ラ

シ
ッ
ク
ま
で
幅
広
く
演
奏
し

ま
す
。
後
半
は
唱
歌
か
ら
懐

か
し
の
歌
謡
曲
ま
で
、
出
演

者
と
来
場
者
が
一
緒
に
歌

う
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

（
☎
44
―
１
６
７
６
）

　

自
然
と
歴
史
を
礎
に
人
々
の
暮
ら

し
が
息
づ
く
景
観
を
、
一
人
ひ
と
り

が
主
役
と
な
っ
て
み
ん
な
で
景
観
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
誇
れ
る
財
産
と

し
て
未
来
へ
つ
な
ぐ
た
め
に
町
内
全

域
を
対
象
と
し
た
「
添
田
町
景
観
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
10
月
31
日

以
降
に
着
手
す
る
一
定
規
模
以
上
の

▼
と
き

11
月
10
日
㈰
14
時
〜
（
開

　

場
13
時
30
分
）

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル
研
修
室

▼
出
演
者　

岡
聡
一
郎
（
テ
ノ
ー
ル

　

歌
手
）、榛
葉
樹
人
（
テ
ノ
ー
ル
歌

　

手
）、須
山
陽
子
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

▼
チ
ケ
ッ
ト
料
金　

３
千
円

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル

　
（
☎
82
ー
２
５
５
９
）

問
ミ
ラ
イ
ス
タ
ジ
オ
O
K
A

（
☎
090
―
５
７
３
４
―
９
０
５
７
）

▼
と
き

10
月
26
日
㈯
９
時
30
分
〜

14
時
30
分
／
入
場
無
料

くらしに役立つ情報満載

歌
声
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

福
岡
県
も
の
づ
く
り

技
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

イ
ベ
ン
ト

◉感性が解き放たれる芸術の秋

第48回 添田町総合文化祭
　磨き抜かれた芸能や作品に出会える２日間です。
今年も作品展示と芸能発表を行います。どなた
でも観覧できますのでぜひご来場ください。

◉とき 11月２日㈯・ ３日㈰
作品展示９時～16時     芸能発表10時~16時

◉ところ　オークホール
問 オークホール（☎ 82-2559）

える２日間です。
ます。どなた
ださい。

㈰
時~16時時時時時時時時時時時時時時時時

お
知
ら
せ

演ラし懐演

10
月
31
日
か
ら
景
観
計
画
の

届
出
行
為
の
運
用
が
始
ま
り
ま
す
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建
築
物
・
工
作
物
の
建
築
や
建
設
、

開
発
行
為
な
ど
を
行
お
う
と
す
る
場

合
は
、
町
へ
の
届
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
く
だ
さ
い
。

問
役
場
商
工
観
光
振
興
課
歴
史
文
化

財
係
（
☎
82
―
１
２
３
６
）

　
　
　
　
　
　
　
　

昨
年
度
は
皆
さ

　
　
　
　
　
　
　

ん
の
ご
理
解
と
ご

　
　
　
　
　
　
　

協
力
に
よ
り
、
154

　
　
　
　
　
　
　

万
１
０
８
１
円
が

　
　
　
　
　
　
　

集
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
福
岡
県
共
同
募
金
会

か
ら
112
万
５
５
８
２
円
が
添
田
町
に

配
分
さ
れ
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
、

児
童
・
青
少
年
の
福
祉
活
動
費
な
ど

地
域
福
祉
の
推
進
に
役
立
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
年
度
も
皆
さ
ん
の
温
か

い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
運
動
期
間

10
月
１
日
㈫
〜
12
月

31
日
㈫

問
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
82
―
２
６
０
０
）

　

任
期
満
了
に
伴
う
福
岡
県
知
事
選

挙
の
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。

▼
投
票
日　

令
和
７
年
３
月
23
日
㈰

▼
告
示
日　

令
和
７
年
３
月
６
日
㈭

▼
期
日
前
・
不
在
者
投
票　

令
和
７

　

年
３
月
７
日
㈮
〜
22
日
㈯　

８
時

30
分
〜
20
時
／
役
場
１
階
期
日
前

　

投
票
所

※
期
日
前
投
票
を
す
る
人
は
事
前
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

送
付
す
る
投
票
所
入
場
券
の
裏
面
に

必
要
事
項
を
記
入
し
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
投
票
で
き
る
年
齢
要
件　

平
成
19

年
３
月
24
日

　

ま
で
に
生
ま

　

れ
た
満
18
歳

　

以
上
の
人

問
添
田
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
☎
82
―
１
２
３
１
）

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽
故
伊
原
祝
子
（
上

　

落
合
一
）
▽
故
金
森
ヤ
ス
子
（
下

　

中
元
寺
）

▼
初
盆
返
し　

▽
故
伊
藤
洋
（
桜
橋
）

▼
一
般
寄
附　

▽
島
上
清
文（
添
田
中
）

　
　
　
（
令
和
６
年
９
月
13
日
現
在
）

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

農業委員会報告

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
10月15日㈫、11月５日㈫

●税理士による無料相談（役場会議室／予約優先）
10月23日㈬（13時30分～）

問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）
●補聴器相談（役場ロビー）
10月９日㈬（13時～）、10月11日㈮（15時～）

●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
10月８日㈫、11月12日㈫

※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
10月８日㈫（10時～）、10月24日㈭（14時～）

問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）

●人　口 8,376 人（±０人）
●男　性 3,965 人（ー３人）
●女　性 4,411 人（＋３人）
●世帯数 4,399世帯（ー６世帯）

人の動き ８月末日現在（　）は前月比

●出生　４ 人
●死亡　８人
●転入 17 人
●転出 13 人

警察署からのお知らせ
●狩猟期間中の事件事故防止にご協力を
　狩猟期は事件・事故が増加する傾向にあります。
猟銃などを使用する人は、周囲を確認し安全な狩
猟に心がけてください。また、山のレジャーを楽
しむ人は銃声のする方向には近づかないようにし
ましょう。
≪狩猟期間≫
　▷鹿、イノシシ…10月15日～令和７年４月15日
　▷狩猟鳥獣…11月15日～令和７年2月15日
● 10月11日～20日は全国地域安全運動期間です
　犯罪のない安全で安心して暮らせる社会を目指
し、普段から子どもとあいさつを交わす・公園な
ど子どもが集まる場所に目をかけるなど地域で防
犯活動に取り組みましょう。

問 田川警察署（☎42-0110）

８月の事故発生状況 （　）内は昨年同月比

種　類 発生件数 今年の累計
　物件事故 12（ー３） 99
　人身事故 ０（ー２） ８
　死亡者 ０（±０） 0
　負傷者 ０（ー４） 10

納期限のお知らせ
●10月31日㈭が納期限です
　▷町県民税（３期）
　▷国民健康保険税（４期）
　▷後期高齢者医療保険料（４期）
　口座振替は 10月25日㈮です
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

【
９
月
11
日
㈬
開
催　

総
会
審
議
結
果
】

▼
農
地
法
第
３
条
に
か
か
る
所
有
権
の
移
転

　

・
・
・
１
件
／
面
積
１
３
５
９
㎡
を
許
可

▼
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
く
利
用
権
の
設
定

　

・
・
・
面
積
１
５
３
７
㎡
を
許
可

※
11
月
開
催
の
総
会
に
か
か
る
農
地
申
請
の
締
め

切
り
は
、
10
月
25
日
㈮
で
す
。

問
添
田
町
農
業
委
員
会
（
☎
82
―
１
２
３
７
）

パッチワーク展展
　布が好き、針を持つことが好きな５人が、仕
事や家事の合間にチクチク手を動かして楽しく
縫った作品を展示します。ばあばたちの今まで
の作品をぜひご覧ください。

◉とき　10月18日㈮～27日㈰ 10時～16時
◉ところ　中島家住宅　　　　　　※月曜日と火曜日は休館です。
問 添田町活性化推進協議会廣田さん（☎ 090-1875-3111）

ばあば５人
の

福
岡
県
知
事
選
挙

　　　赤村トロッコ油須原線周年祭
　　　往復3.6㎞を30分
間隔で走る「赤村トロッ
コ油須原線」の21周年を
記念して周年祭を開催し
ます。トロッコ乗車のほ
かオリジナルチョコレー
トの配布や赤村特産物センターの買い物券が当たる抽
選会、和太鼓の演奏など楽しいイベントが盛りだくさ
んです。
▶とき 10月13日㈰ 10時～16時（15時30分まで受付）
▶ところ　平成筑豊鉄道赤駅前
▶寄附金　おとな600円、こども300円
問 赤村役場総務課企画調整係（☎62-3000）

　　　上野焼秋の窯開き
　　　参加窯元が、秋ならではの新作や創作した品々
を販売します。陶の里に訪れた秋と上野焼の魅力を楽
しみ、ご堪能ください。今回からLINEスタンプラリー
大抽選会を行いますので、福智町公式 LINE を友だち
追加して参加ください。
▶とき 10月25日㈮～27日㈰
▶ところ　上野の里ふれあい交流会館
問 上野焼協同組合 （☎28-5864）

　　　金田・神崎山笠競演会
　　　10mを超える山笠が鮮やかな電飾で町を照らす
圧巻の競演会が今年も開催されます。掻き手たちの掛
け声とともにそれぞれの山笠が迫力ある練り回しを披
露。電飾山笠の美しさと圧巻の競演がつくる幻想的な
夜を満喫してみませんか。
▶とき 10月26日㈯ 19時30分～21時30分
　　　　10月27日㈰ 18時～21時30分（雨天中止）
▶ところ　福智町ふれあいイベント広場
　　　　　（平成筑豊鉄道金田駅裏）
問 福智町役場まちづくり総合政策課（☎22-7766）

　　　田川市立病院「みんなの健康講座」
　　　田川市立病院では毎月１回、地域の皆さんを対
象とした健康講座を行っています。
申込不要、参加無料です。
▶とき 11時～12時
▶ところ　田川市立病院 ２階 講堂
▶内容　▷10月８日㈫＝心肺蘇生
　講習　▷11月６日㈬＝尿検査、受けていますか？
　▷12月５日㈭＝それぞれの自分らしい最期を迎え
　るために～” 人生会議” を知っていますか？～
問 田川市立病院（☎44-2100）

パノラマ田川
田川のイベント情報

　 　
　　
赤村

　 　
　　
福智町

　 　
　　　
福智町

　 　
　

田川市



【花火大会臨時駐車場】
①添田町役場 ②添田駅横
③添田小学校 ④消防署跡地
⑤町民会館     ⑥添田公園
⑦町体育館     ⑧そえだドーム前
⑨そえだサン・スポーツランド

【シャトルバス発着場】
・添田駅横広場（15:30～）
・添田小学校（15:30～）
・添田公園（15:30～）
・オークホール横駐車場（16:00～）
※上記４か所～クアハウス間を随時運行
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10
月
は
実
り
の
秋
で

す
。
政
治
の
世
界
で
は

い
ろ
ん
な
変
化
が
あ
る

よ
う
で
す
。
我
々
自
治

体
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
受
け
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
▼
８
月
号
・
９
月
号
と
２

回
に
わ
た
っ
て
、
町
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
や
今

行
っ
て
い
る
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
そ
の

最
後
に「
賑
や
か
な
過
疎
」と
書
か
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
人
口
が
減
る
か
ら「
消
滅
す

る
」と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ「
新
し
い

仕
組
み
を
つ
く
ろ
う
」と
い
う
考
え
で
す
。
新

し
い
仕
組
み
を
つ
く
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て「
交

流
」を
位
置
づ
け
て
お
り
、
賑
や
か
な
過
疎
に
繋

が
る
も
の
で
す
。
▼
若
者
を
中
心
と
す
る
移
住

者
や
関
係
人
口
が
集
ま
り
、
住
民
が
取
り
組
む

地
域
づ
く
り
に
合
流
し
、
地
域
に
新
し
い
賑
や

か
さ
を
生
み
出
す
よ
う
な
動
き
を
ハ
イ
ラ
イ
ト

す
る
認
識
、
す
な
わ
ち
地
方
移
住
で
す
。
交
流

人
口
・
関
係
人
口
の
増
は
、
添
田
町
第
６
次
総
合

計
画
で
お
示
し
し
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
多

く
の
人
に
関
心
を
持
っ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
い

よ
い
よ
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
た
取
組
を
行

う
時
期
で
す
。
▼
皆
さ
ん
と
共
に
創
っ
た
素
晴

ら
し
い
台
本（
添
田
町
第
６
次
総
合
計
画
）で
す
。

主
役
の
皆
さ
ん
は
変
わ
る
事
無
く
、
多
く
の
理

解
者
と
共
に
舞
台
に
立
ち
、
一
歩
ず
つ
進
め
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
▼
佐
々
木
小
次
郎

像
を
添
田
町
に
寄
付
し
て
頂
き
ま
し
た
。
庁
舎

横
、
国
旗
掲
揚
台
の
側
に
建
て
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
先
日
、
銅
像
の
寄
贈
者
で
あ
り
ま
す
映

画
監
督
、
三
上
康
雄
様
の
ご
出
席
は
叶
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
除
幕
式
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

添
田
町
の
新
た
な
名
所
と
な
る
事
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
▼
佐
々
木
小
次
郎
像
は
、
映
画「
武
蔵
」

（
脚
本
・
監
督
：
三
上
康
雄
氏
）の
中
で
佐
々
木
小

次
郎
に
松
平
健
さ
ん
を
起
用
、
史
実
を
紐
解
き
、

英
彦
山
出
身
で
英
彦
山
・
岩
石
山
等
で
修
行
し

た
と
し
て
お
り
、
佐
々
木
巌
流
を
名
乗
り
、
山

伏
が
使
う
杖
の
よ
う
な
長
い
刀
で
ツ
バ
メ
返
し

を
こ
の
地
で
編
み
出
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
皆
様
ご
承
知
の
宮
本
武
蔵
と
舟
島
で
闘
っ

た
顛
末
等
描
か
れ
た
素
晴
ら
し
い
映
画
で
す
。

こ
の
像
の
モ
デ
ル
は
松
平
健
さ
ん
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す（
監
督
に
は
未
確
認
）。
▼
岩

石
城（
そ
え
だ
ジ
ョ
イ
）の
活
用
を
提
案
さ
れ
ま

し
た
。
天
守
閣
に
宿
泊
さ
せ
て
は
ど
う
か
で
す
。

面
白
い
ア
イ
デ
ア
で
す
。
宿
泊
施
設
の
安
全
基

準
等
あ
り
非
常
に
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
愛
媛
県
大
洲
市
の
大
洲
城
で
は
年

に
数
回
天
守
閣
の
宿
泊
を
１
組
限
り
で
行
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
一
人
一
泊
う
ん
十
万
円
で
、

宿
泊
当
日
は
ス
タ
ッ
フ
揃
っ
て
鎧
兜
で
お
出
迎

え
だ
そ
う
で
す
。
ジ
ョ
イ
の
大
広
間
も
多
く
の

人
が
集
ま
れ
ま
す
。
い
ろ
ん
な
行
事
に
活
用
し

て
は
と
の
提
案
で
す
。
い
ろ
ん
な
制
約
が
あ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
使
っ

て
貰
わ
な
け
れ
ば
建
っ
て
い
る
意
味
は
あ
り
ま

せ
ん
。
可
能
に
な
れ
ば
住
民
の
皆
様
に
情
報
発

信
、
大
い
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
▼
楽
し
い「
賑
や
か
な
過
疎
」と
し
て

の
、
皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

10

そえだ花火大会の交通規制
　例年のふる里まつりに加え、日田彦山線BRTひこぼしライン開業１周年と道の駅
歓遊舎ひこさん開館25周年を記念して、そえだ花火大会を開催します。花火大会の
開催時間帯は会場周辺で交通規制を行います。会場周辺にお住まいの皆さんや当日
に会場周辺を通行予定の皆さんには大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力
をお願いします。ふる里
まつり・そえだ花火大会
の詳細は、SOEDA-
NAVIを
ご覧く
ださい。

①添
③添
⑤町
⑦町
⑨そ

・添田
・添田
・添田

4

◇
発
行
／
添
田
町
◇
編

をお願いします。ふる里
まつり・そえだ花火大会
の詳細は、SOEDA-
NAVIを
ご覧く
ださい。

妙楽寺

英彦山
病院

ライス
センター

九州
バーク

桑野
衛生

野田
公民館

法光寺橋
彦山川

中元寺

シャトル
バス発着場
（クアハウス）

花火打上
予定場所

花火打上
予定場所

　  ※この駐車場から
　  シャトルバスは運 
      行しません。会場
      まで約1.5km。
　（徒歩約20分）歩約

歓遊舎ひこさん
会場

そえだ花火大会そえだ花火大会

1010／／2626㊏㊏
オープニング　オープニング　1717::0000～～
花火　　　　　花火　　　　　1818::0000～～

ふる里まつりふる里まつり

1010／2626㊏・2727㊐
26日26日 11：0011：00～17：0017：00
27日27日 10：0010：00～15：0015：00

【全面通行止】                 9:00～21:00の間
【車両通行止】                  10:00～18:45の間
【車両通行止】                   17:30～18:45の間
【車両一方通行】             17:30～18:45の間

貴船橋

加茂橋

★

ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の考えに基づいた
見やすいデザインの文字を採用しています。

◉火災に関する情報は☎ 42-0119で確認ください。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
畑川

※17:30～18:45の間、
桝田・落合・英彦山方面へは
　　　　　 ルートでの迂回に
ご協力ください。 問 役場商工観光振興課（☎82-1236）
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